
 

 

 

児童 Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 Ｄ児 

個に応じた本時の目標 

他人の個人情報を勝手に使用したり、イン
ターネット上に載せたりすることは、その人
に損害を与えてしまうことを理解し、目の前
の楽しみに惑わされずインターネットを正し
く利用できるようにする。 

他人の個人情報を勝手に使用したり、インタ
ーネット上に載せたりすることは、その人に損
害を与えてしまうことを理解し、インターネッ
トを利用する際にしてもよいことと悪いことを
正しく判断してから利用できるようにする。 

他人の個人情報を勝手に使用したりインター
ネット上に載せたりすることは、その人に損害
を与えてしまうことを理解し、インターネット
上に書き込みをするときには、周りの大人に確
かめてから利用することができるようにする。 

他人の個人情報を勝手に使用したりインタ
ーネット上に載せたりすることは、その人に
損害を与えてしまうことを理解し、インター
ネットを利用する際には相手の気持ちを考え
ながら利用できるようにする。 

主な学習活動と見届ける視点（◇） 個に応じた指導援助 
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１ インターネットの便利なところについ
て話し合い、オンラインゲームなどで
簡単にゲームができることを知る。 

◇インターネットの楽しさや便利さを
感じ、仲間とともに安全に楽しく利用
するためにどうしたらよいかという
課題に向かうことができるようにす
る。 

  
 
 
 

 
 

 
 

 

２ インターネット上で勝手に他人の個人

情報を使用しまったときどのようなこ

とが起こるのかを疑似体験する。 

【確かにする場】 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

   

 

・インターネットに他人の個人情報を載せて
しまったときに、第三者に悪用され、載せ
られた人が傷ついてしまうということを疑
似体験し、気持ちを交流する。 

 
 
 
 
 
 
◇実際の体験を通して、友達の情報を勝手に
書き込んではいけないことを理解している
か。 

 
 
 
 
 
・「さっきは楽しいからやりたいと言っていた
けれど、今はどう。」と尋ね、気持ちの変化
に気付くことができるようにする。 

 
 
 
 
 
 

・インターネットに他人の個人情報を載せてし
まったときに、第三者に悪用され、載せられ
た人が傷ついてしまうということを疑似体験
し、自分の気持ちや相手の気持ちを想像し、
発表する。 

 
 
 
 
 
 
◇目の前の楽しいことに惑わされて、友達が傷
つくことをしてはいけないということを理解
しているか。 

 
 
 
 
・「今までは楽しければやってしまうよ。」と言
っていたけれど、今はどう。」と尋ね、気持ち
の変化に気付くことができるようにする。 

・インターネットに他人の個人情報を載せてし
まったときに、第三者に悪用され、載せられ
た人が傷ついてしまうということを疑似体験
し、どのような気持ちになったかを教師に話
す。 

 
 
 
◇楽しいことに惑わされて、考えずに書き込ん
ではいけないことを理解しているか。 

 

 

 

 

 

 

・「これからはどうしたらよいかな。」と尋ね、
具体的な方途を話すことができるようにす
る。 

 

 

・インターネットに他人の個人情報を載せて
しまったときに、第三者に悪用され、載せ
られた人が傷ついてしまうということを疑
似体験し、自分や他人の気持ちを交流する。 

 
 
 
 
◇自分がされたら嫌だということを理解し、
相手の気持ちに立って考えようとしている
か。 

 
 
 
 
 
・「３部の約束はどうしたらよいかな。」と尋    
 ね、具体的な約束を作ることができるよう
にする。 

【学習成立を見届ける場】 
 ４ インターネットを、正しく利用するた

めのクイズに答え、実際にあった被害
について教師の話を聞く。 

 
 
 
 
 
 

【評価規準】 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
◇名前を書かない、ＩＤを勝手に書かないな
ど、正しいインターネットの利用の仕方を
実践しようとしているか。 

・「どうして友達の名前を書き込んではいけな
いのかな。」と尋ねたり、話した内容を価値
付けたりすることで、相手の立場を尊重し
た行動をしようという気持ちを高められる
ようにする。 

 

 

 

 

 
 
◇利用する際には、相手のことを考えて、すぐ
に書き込まないことを実践しようとしている
か。 

・「自分が楽しい気持ちだけでやってしまうとど
うなるのかな。」と問いかけ、楽しくてやって
しまったことが、取返しのつかないことにな
ってしまうことを理解できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

◇自分で勝手に判断せずに、まず周りの大人に

よいことかそうでないか聞いてから使おうと

しているか。 

・「友達の情報を入力してください」と書いてあ

っても書かないなど、相手が傷つくことにつ

ながる言葉を具体的に伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

◇相手の気持ちを考えてからネットを利用し

ようとしているか。 

・「楽しいゲームの続きはしたくならないの。」

などと尋ね、自分の気持ちをコントロール

することの大切さを理解することができる

ようにする。 

ゲームをやるときに、友達の名前を勝
手に使わないよ。ぼくだけじゃなくて
相手に迷惑がかかってしまうからだ
よ。 

 

友達に言わずに名前を教えないよ。自分が
されたら困るよ。書く前にきちんと考える
よ。 

 

友達の名前を勝手に使ったり、住んでい

るところを勝手に教えたりすると、相手

が困ってしまうから、勝手に載せないよ。 

友達が嫌な思いをしてしまうから、イン

ターネットを使うときは、友達の名前を

勝手に書かないよ。 

自分のパスワードも大切にしなくては

いけないよ。教えたらだめだよ。 

◇他人の個人情報を勝手に載せること

は、相手を傷つけてしまうことに気付

き、正しいインターネットの利用方法

について理由とともに理解している。

（表情・行動・発言内容） 

楽しいからといって勝手に使うと、相手が

傷つくことがあるよ。周りの人に聞いてか

ら、インターネットを使おう。 

書き込んでよいことか悪いことか分か
らないときは、先生に聞くよ。楽しそう
でもだめなときはやめておくよ。 

よく考えてから書き込まないとだめ 
だよ。友達のパスワードを使ってもだ
めだよ。迷惑がかかるよ。 

友達に言わずに名前を教えたらだめだ
よ。自分がされたら困るよ。書く前にき
ちんと考えるよ。 

・インターネットでは、好きなアニメを

観ることができるから、とても便利だ

よ。ゲームは楽しそうだからみんなと

どんどん使いたいな。 

・ぼくの好きなゲームがいつでもできるか

らとても楽しいよ。 

・楽しいゲームをどんどんやりたいな。安 

全に使うためにはどうしたらいいかな。 

。。 

・アニメも観ることができるし、ゲーム

もできるから便利だよ。 

・いろいろなボタンを押して、たくさん

ゲームがしたいな。 

・分からないことを調べるのにとて

も便利だよ。 

・楽しいゲームをみんなとたくさん

してみたいな。仲間と安全に使い

たいな。 

ゲームをしたいからといって、友達の情
報を勝手に載せてしまったから、知らな
い人に友達の情報が分かってしまった
よ。迷惑がかかってしまった。大変なこ
とだな。 

【人権教育の観点】 

ゲームを楽しくやりたいからといっ

て、むやみに他人の個人情報を使用す

るのはいけないということ気付き、相

手の気持ちを考えてインターネットを

利用できるようにする。（行動力） 

＜そのための手立て＞ 

・個人情報を入力してしまったときに

悪用されてしまうことを疑似体験す

ることで相手の悲しみに共感し、安

全にインターネットを利用しようと

する意欲を高める。 

ゲームをたくさんしたいからといって、
どうなるかよく考えないと、大変なこと
になるな。友達がお金をたくさん払わな
ければいけなくなってしまうよ。よく考
えてから使わないと。 

分からないまま何でも書き込んでしま
うと大変なことになってしまうな。 

楽しそうだからと思っても、どんどん大
変なことになって、友達にも迷惑がかか
ってしまうのだな。危ないな。 

みんなが楽しく、安全にインターネットを使うには、どうしたらよいかな。 

＜３部 インターネットを使うときのルール＞ 

・友達が悲しい思いをするから、友達の名前や住所を勝手に教えないよ。 

・自分のことだけ考えてやると、傷つく人がいるから相手の気持ちを考えてインターネットをするよ。 

・安全かどうか確かめてからやるよ。分からないときは、聞いてからやるよ。 

３ 楽しいことをしたいからといって、
他人の個人情報を勝手に書き込んで
しまうのはいけないことだというこ
とに気付き、インターネットを適切
に使うためにはどうしたらよいか話
し合い、ルール作りをする。 

 

・プレゼントが当たるホームページを見
付けたとき、友達の名前を載せなくて
はならないときにも、教えたらだめだ
よ。友達の気持ちを考えたら、やって
はいけないことだよ。 

６ 本時の目標 インターネットのトラブルを疑似体験することを通して、インターネット上に他人の個人情報を許可なく載せることは、他人を傷つけてしまうことに気付き、相手の気持ちを考えたインターネットの利用方法について実践策をもつことができる。 

７  本時の展開 



 

 

解 説 

 

１．インターネットによる人権侵害を取り上げるに当たって 

 高度情報化にともない，インターネットがより身近な存在になりました。特に，携帯電話，スマートフォンの普及は手軽に情報を受け取ったり，発信したりできる手段として生活に欠かせないものとなりました。 

しかし，匿名性，拡散性の高さが要因となり，インターネット上での誹謗中傷，個人情報の掲載等，人権侵害の事例が多数発生しています。また，利用者の拡大が，小中学生の人間関係上のトラブルにもつながっています。 

そのような中，利用の仕方だけでなく，利用のルール，マナーを学ぶことが重要になります。さらに，画面の向こう側にいる相手の気持ちを尊重し，どのように利用すればばいいか考えていく必要あります。 

 

２．本実践の指導上のポイント 

 インターネット利用のルールやマナーについては，家庭や学校等で身につけたことも多いと考えられます。しかし，知識として身につけているだけでは，場合よっては，善悪の判断ができず，相手を傷つけてしまう可能性があります。 

 本実践では，個人情報を不正に使用する場面について疑似体験します。この体験により，インターネットの危険性だけでなく，誰でも加害者になる可能性があると実感をもって理解できます。それだけでなく，自分の気持ちと相手の気持

ちを考えることで，ルールやマナーの大切さを再確認できました。 

 インターネットの人権侵害はその性質から取り返しのつかない被害が起きる可能性があります。児童の実態に即して，体験的な学びができたことが大変価値のあると言えるでしょう。 

 

 

 

 

 

 


